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	令和8年度　 松江市製造業等補助金メニュー（概要）
	設備導入支援事業補助金
	担当：大谷・立花
	受注の拡大、生産の効率化及び新分野進出に向けた新製品製造を行うために必要な工作機械等の設備導入を支援します。
	対象
	補助率/上限額
	①取得価格の1/5　[上限200万円] 　※炭素排出量削減が見込まれる場合 　　は補助率1/4にUP！

	②取得価格の1/3　[上限300万円]

	デジタル化支援事業補助金
	担当：梅木・立花
	受注の拡大、生産及び業務の効率化を図るために必要なソフトウェア等・IoTデバイスの導入、カスタマイズを支援します。
	対象
	補助率/上限額
	1/2 [上限] 　①80万円　②20万円 ※ITアドバイザー派遣制度を活用し、 　導入に至った場合は補助率2/3にUP！
	IT活用アドバイザー派遣事業のご案内
	業務のIT化やDX化に向けて市内製造業の 皆さまが抱える課題に対して専門家（アドバイザー）が無料でサポートを行います。活用をご検討されている方は当センター（60-7101）までご連絡ください。


	環境負荷軽減活動支援事業補助金
	担当：梅木・川見
	環境負荷軽減への意識啓発と取組強化を図るために炭素排出量の削減や省エネルギー化に向けて実施する現状把握の取組や設備更新、改善活動を支援します。
	対象
	補助率/上限額
	1/2  [上限　①②合計 50万円]

	人材育成・確保支援事業
	担当：梅木・立花
	人材育成支援事業補助金
	製品の高付加価値化や企業の生産性向上、営業力強化に向けた人材育成を支援します。
	対象
	補助率/上限額
	2/3　[上限　①②合計30万円]
	人材確保支援事業補助金
	慢性的な人手不足の解消に向けた人材確保、定着、人材活用の取組を支援します。
	対象
	①人材募集広告費やPR動画作成費等の人 　材募集に要する経費

	補助率/上限額

	１/2　[上限50万円]


	職場環境改善支援事業補助金
	担当：大谷・立花
	製造現場の業務効率化や業務上発生する従業員への負荷軽減に資する取組を支援します。
	対象
	補助率/上限額
	1/2  [上限20万円]

	販路開拓支援事業補助金
	担当：梅木・川見
	国内外への新規取引先の開拓、受注機会の増大に向けた販路開拓の取組を支援します。
	対象
	補助率/上限額
	1/2 [上限　①②③合計80万円]

	新製品・新技術開発支援事業補助金
	担当：大谷・立花
	対象
	補助率/上限額
	1/2 [上限] ①20万円　②100万円　③200万円
	自社（グループ）の競争力強化を目指した新製品・新技術開発の取組を通して、 新市場進出や新ビジネス創出を支援します。
	事前着手は対象外


	小規模企業者支援事業補助金
	担当：大谷・立花
	自社の強みを生かしつつ前向きな事業展開を行う小規模企業者を対象に経営資源を有効活用する設備更新・修繕の取組を支援します。
	対象
	補助率/上限額
	2/3  [上限30万円]

	ものづくり関心向上啓発活動支援事業補助金
	市内の学生を対象に、ものづくりに対する関心の向上を図るための魅力発信に資する事業を支援します。
	対象
	補助率/上限額
	　2/3　[上限20万円]
	担当：梅木・川見
	要綱や要領、申請書式などの詳細は

	松江市　企業支援
	で検索もしくは右のQRよりご確認ください。
	QR


	松江市ものづくりアクションプランについて
	アクションプランとは
	市内製造業の現状
	●経営状況はコロナ禍中から回復の兆し
	高騰！

	●半数近くの企業がIT化を進めている
	●深刻な人手不足


	不足 55%
	第5期アクションプラン

	目標：変化に強い持続可能な企業づくり
	支援テーマ
	生産性向上推進
	デジタル化推進
	脱炭素化意識醸成
	小規模企業者支援

	施策指針
	企業の基盤強化・                            生産性向上支援
	人材確保・育成・定着支援
	新市場開拓支援
	小規模企業者支援
	その他の支援


	令和8年度 松江市製造業等支援内容
	設備導入支援事業
	デジタル化支援事業
	環境負荷軽減活動支援事業
	人材育成･確保支援事業
	職場環境改善支援事業
	販路開拓支援事業
	新製品･新技術               開発支援事業

	小規模企業者支援事業
	ものづくり関心向上　　 　　　啓発活動支援事業

	受注拡大、生産効率向上や炭素排出量削減につながる工作機械などの設備導入を支援
	ソフトウェア等の導入やカスタマイズ経費を支援
	炭素排出量測定や設備更新による企業の環境負荷軽減の取組を支援
	人材の育成や定着につながる取組や採用活動などを支援
	業務効率の向上や従業員の安全対策に関する取組を支援
	県外で行われる展示会を通した販路開拓や海外での販促活動などを支援
	新製品・新技術開発を通した新市場進出や新ビジネス創出の取組を支援
	設備更新や修繕を通した小規模企業者の生産能力の維持・向上を支援
	市内の学生を対象としたものづくりの魅力発信に資する事業を支援


